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松
崎
小
学
校
稲
刈
り
（
10
月
１
日
）

松
崎
小
学
校
稲
刈
り
（
10
月
１
日
）

10
月
１
日
、
松
崎
小
学
校
の
５
年
生
が
石
部
棚
田
で
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
１
日
、
松
崎
小
学
校
の
５
年
生
が
石
部
棚
田
で
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
鎌
で
稲
を
刈
り
、
ま
る
け
て
、
稲
架
に
掛
け
ま
し
た
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
鎌
で
稲
を
刈
り
、
ま
る
け
て
、
稲
架
に
掛
け
ま
し
た
。
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第 26 回静岡県市町対抗駅伝松崎町代表チームについて

　今大会も、静岡県庁をスタート、草薙陸上競技場をゴールとする全 12 区間 42.195 ㌔のコース

で行われます。

　松崎町チームは、６月下旬から練習を始め、それぞれの選手が力をつけてきました。９月から

数回の選手選考会を行い、10 月に代表選手が決定して、12 月６日（土）の本番に挑みます。

　松崎町チームは、今年も町の部入賞・ふるさと賞受賞を目標に、チーム一丸となり熱心に練習

を重ねています。松崎町民の代表として懸命にタスキをつなぐ選手たちに、練習・本番とも皆さ

まのご声援をお願いします。

12 月６日 ( 土 )10 時スタート （予定）　みんなで応援しましょう！

≪監　　督≫　土屋　武彦さん（元松崎中学校）　≪ヘッドコーチ≫　土田　克之さん（ウェルネス）

≪選手候補≫

○小学生
山本　凌大さん 　（松崎小４年）中川　星奈さん　 （松崎小４年）藤井　理仁さん 　（松崎小４年）

関　朝日さん　 　（松崎小４年）　青木　駿典さん　 （松崎小４年）松田　桜奈さん　 （松崎小４年）

蜂屋　月鳥さん　 （松崎小５年）鈴木　浬さん　 　（松崎小５年）石田　匠さん　　 （松崎小５年）

鈴木　愛紗さん　 （松崎小５年）小鹿　快晴さん　 （松崎小５年）村田　陽海さん　 （松崎小６年）

青木　敬典さん　 （松崎小６年）小鹿　美希さん 　（松崎小６年）

○中学生
齋藤　心愛さん　 （松崎中１年）松田　怜奈さん　 （松崎中１年）鈴木　蒼琉さん　 （松崎中１年）

山本　拓さん　　 （松崎中１年）飯野　心結さん　 （松崎中２年）蜂屋　風花さん 　（松崎中２年）

渡邉　華音さん　 （松崎中２年）  石田　涼晴さん　 （松崎中２年）伊藤　玲央名さん（松崎中２年）

小嶋　悠太さん　 （松崎中２年）鈴木　颯さん　 　（松崎中２年）山本　悠雅さん　 （松崎中２年）

松原　莉奈さん 　（松崎中３年）小鹿　美羽さん　 （松崎中３年） 高橋　渚さん　 　（松崎中３年）

松田　大誠さん 　（松崎中３年）齋藤　史弥さん　 （松崎中３年）松村　理応さん 　（松崎中３年）

鈴木　想史さん   （松崎中３年）

○高校生
鈴木　侑さん　　 （松崎高１年）関　蒼太さん　 　（下田高１年）勝呂　諒月さん　 （藤枝明誠高２年）

早坂　陽佑さん　 （松崎高３年）吉長　楽翔さん　 （松崎高３年）

○一般
平野　文珠さん　 （会社員） 武田　拓郎さん　 （自営業） 渡邉　裕晴さん　 （会社員）

石田　匠さん　　 （松崎町役場）森　哲也さん　　 （自営業）

≪コ ー チ≫　平野　明彦さん　竹内　聡さん　尾崎　草苗さん　高橋　彩子さん

上記の方々以外にも多くの方々に支えられ、市町対抗駅伝に参加することができています。

※代表選手が決まり次第、松崎町ホームページにて公開します。

【問合せ】　教育委員会（４２）３９７１
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11 月 30 日 ( 日 ) は松崎町長選挙の投票日です11 月 30 日 ( 日 ) は松崎町長選挙の投票日です

　任期満了に伴う松崎町長選挙が、11 月 30 日（日）に執行されます。皆さまの大切な一票を町

政に活かすため、必ず投票しましょう。

投票日と投票時間

11 月 30 日（日）午前７時～午後７時

※池代、小杉原、門野、八木山、三浦地区は、

　午前７時から午後６時までとなりますので、ご注意ください。

投票できる人

日本国民で 18 歳以上の人（平成 19 年 12 月１日までに生まれた人）

令和７年８月 24 日までに住民となった人

※転出した方の選挙権の有無は、お問い合わせください。

投票する場所
投票所入場券に該当する投票所が記載されていますので、お確かめの上、

投票にお出掛けください。

期 日 前 投 票
　投票日に仕事や旅行、通院などで投票所に行かれない場合は、期日前投票（11 月 26 日（水）

～ 29 日（土））ができますのでご利用ください。詳しくは投票所入場券裏面をご覧ください。

期日前投票を利用される場合
　投票所入場券の裏面に「宣誓書」を

印字しています。

　期日前投票を利用される場合は、宣

誓書にあらかじめご記入の上、持参し

てください。

　入場券は、11 月 25 日（告示日）頃、

お手元に届くよう準備しています。

以下を記入してください。

①日にち（期日前投票に行かれる日）

②氏名

③生年月日

④住所（入場券に記載の住所と同じ

　場合は記入不要）

　立候補者の届け出の数が、選挙す

べき定数を超えない場合は無投票と

なります。

　無投票となった場合は、11 月 30 日

（日）の投票および開票、11 月 26 日

（水）から 29 日（土）までの期日前

投票は行われません。

【問合せ】

選挙管理委員会（４２）１１１１

入場券裏面入場券裏面
→→
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町
職
員
の
給
与
は
、
国
お
よ
び
他
の
市
町
村
、
な
ら
び
に
民
間
事
業
所
の
給
与
な

ど
を
考
慮
し
て
定
め
る
よ
う
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
件
費
に
は
、
町
職
員
に
支
払
わ
れ
る
給
与
の
ほ
か
、
町
議
会
議
員
や
各
種

委
員
な
ど
の
特
別
職
に
支
払
わ
れ
る
給
与
、
報
酬
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
普
通
会
計
決
算
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
は
18
・
１
％
を
占
め
、
内

訳
は
左
図
に
示
す
と
お
り
で
す
。

　　

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

（１） 職員の平均給与月額 ・ 平均年齢

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給与月額 平均年齢 平均給与月額 平均年齢

３０３，９２０円 ４０歳３月 ２６４，２００円 ４３歳２月

職員数 給　　与　　費　　等 １人当たり
給与費

（B ／ A）A 給　　料 職員手当 期末 ・ 勤勉手当 計　　Ｂ

８０人 ２億７，３８２万円 ４，８５１万円 １億８２６万円 ４億３，０５９万円 ５３８万円

区　　　分 金　　額

一般行政職
大学卒 ２２０，０００円

高校卒 １８８，０００円

※特別職 ･ 会計年度任用職員分は含んでいません。

区　　分 金　　額

一般行政職
大学卒 ２２８，９００円

高校卒 １９９，４００円

（令和７年４月１日現在）

区　　分 月　　額 期末手当 年間支給額

給

料

報

酬

町　 長　 ６１２，０００円

給料月額×１．１５ （役職加算） ×４．２５月分

１０，３３５，１５０円

副町長 ５３５，０００円 ９，０３４，８１２円

教育長 ４３７，０００円 ７，３７９，８３７円

議   長 ２７３，０００円

給料月額×１．１５ （役職加算） ×３．０５月分

４，２３３，５４７円

副議長 ２０８，０００円 ３，２２５，５６０円

議   員 １８７，０００円 ２，８９９，９０２円

令和６年度普通会計決算
人件費総額 ８億１，００２万円

給料
３億６，９２２万円

４５．６％

共済費
１億７，０９８万円

２１．１％

職員手当等
１億５，６７７万円

１９．３％

報酬等
１億１，３０５万円

１４．０％

１． 給与の状況

（２） 給与費等の状況 （令和６年度普通会計決算）

（３） 初任給 （４） ２年経過時の給料額

（令和７年４月１日現在） （令和７年４月１日現在）

（５） 特別職の報酬

（令和７年４月１日現在）
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区　分 ６月 12 月 計

期　末 １．２５月分 １．２５月分 ２．５月分

勤　勉 １．０５月分 １．０５月分 ２．１月分 ※役職により課長職 15％、課長補佐・係長相当職 10％、
　主任主査相当職５％が月額に加算されます。

区　分 内容および支給単価

扶 養 手 当 配偶者 ３，０００円、 子 １１，５００円、 父母等 ３，０００円

管理職手当 定額を支給 ３２，８１６円 ( 最高号給の８％ )

宿日直手当 １回につき ４，４００円

区分

部門

採用

離職

退職 免職

失職 合計
定年 勧奨 普通

早期退職
募集制度

死亡 任期満了 分限 懲戒

令和６年度 ５人 １人 ０人 １０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 １１人

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

小計
技能

労務職
合計

標準的な職名
主事

主事補
主任主事 主任主査 係長 課長補佐 課長

令和６年度 ２０人 ２１人 ７人 １７人 ６人 ９人 ８０人 ４人 ８４人

令和７年度 ２２人 １８人 ７人 １５人 ５人 ９人 ７６人 ４人 ８０人

平均取得日数 消化率

１０．２日 ２７．６％

区　分
分限処分 懲戒処分

免職 休職 降任 免職 停職 減給 戒告

処分者数 ０人 ５人 ０人 ０人 ０人 ２人 ０人

（６） 期末 ･ 勤勉手当

（令和７年４月１日現在）

（７） 主な諸手当

２． 職員数、 任免の状況など
（１） 職員の採用、 退職の状況 （企業会計を含む）

（２） 普通会計職員の職員数

（３） 令和６年年次有給休暇の取得状況

（令和７年４月１日現在）

（４） 職員の分限および懲戒処分の状況

【問合せ】　総務課（４２）３９６３
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厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民

お
一
人
お
一
人
、
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思

い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
と

し
て
、
11
月
30
日
を
「
年
金
の

日
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金

見
込
額
を
確
認
し
、
将
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
年
金

の
記
録
の
確
認
や
年
金
見
込
額

の
試
算
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
便
利

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

利
用
で
き
る
方
は
、
基
礎
年

金
番
号
を
お
持
ち
の
方
に
な
り

ま
す
。

※
昭
和
61
年
４
月
以
前
に
年
金

　

受
給
権
が
発
生
し
た
老
齢
年

　

金
受
給
者
の
方
は
ご
利
用
い

　

た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ

れ
ば
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

簡
単
に
利
用
登
録
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
で

も
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
登
録
が
で
き

ま
す
。

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
と
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
連
携
す
る
と
、
確

定
申
告
・
年
末
調
整
に
必
要
な

通
知
書
や
国
民
年
金
の
電
子
申

請
に
必
要
な
情
報
を
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

他
に
も
、
国
民
年
金
被
保
険

者
の
資
格
取
得
（
種
別
変
更
）

の
届
け
出
や
国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
・
納
付
猶
予
の
申
請
、

学
生
納
付
特
例
の
申
請
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
三
島
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
張
年
金
相
談

出
張
年
金
相
談

　

三
島
年
金
事
務
所
の
職
員

が
、
相
談
員
と
し
て
、
年
金
に

関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入

記
録
や
受
給
見
込
額
の
確
認
、

年
金
請
求
の
手
続
き
な
ど
が
で

き
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
予
約
制
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康

福
祉
課
ま
で
連
絡
し
、
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】

令
和
８
年
１
月
16
日
（
金
）

令
和
８
年
３
月
６
日
（
金
）

【
会
場
】

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
研
修
室

※
令
和
８
年
１
月
16
日
（
金
）

　

の
み
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

大
会
議
室

【
時
間
】

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
午
後
２
時

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

  

11
月
30
日
は

　
　
　 

年
金
の
日

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　

松
崎
町
で
は
、
国
民
健
康
保

険
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
け
ら

れ
る
方
は
、
健
診
機
関
に
予
約

後
、
「
資
格
確
認
書
等
」
ま
た
は

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
を
持
っ

て
必
ず
受
診
前
に
健
康
福
祉
課

へ
事
前
申
請
を
行
い
、
助
成
券

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
健
診
機
関
の
下
田
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
受
診
す

る
場
合
は
、
病
院
窓
口
で
助
成

金
を
差
し
引
い
た
額
を
自
己
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

受
診
後
の
手
続
き
が
省
略
で
き

ま
す
。
（
受
診
前
の
事
前
申
請

は
必
要
に
な
り
ま
す
）

【
対
象
者
】

◆
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

※
30
歳
～
75
歳
未
満

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

【
助
成
条
件
】

①
前
年
度
ま
で
の
国
民
健
康
保

　

険
税
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

　

療
保
険
料
に
未
納
が
な
い
方

②
町
の
特
定
健
診
・
健
康
診
査

　

を
受
診
し
て
い
な
い
方
（
脳

　

ド
ッ
ク
は
除
く
）

③
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
受
診
結
果

　

を
、
町
が
行
う
保
健
事
業
へ
活

　

用
す
る
こ
と
に
同
意
で
き
る
方

【
助
成
費
用
】

◆
１
日(

日
帰
り)

ド
ッ
ク

　

２
万
５
千
円
ま
で

◆
短
期(

１
泊
２
日)

ド
ッ
ク

　

３
万
円
ま
で

◆
脳
ド
ッ
ク

　

１
万
５
千
円
ま
で

【
助
成
に
関
す
る
注
意
事
項
】

◆
事
前
申
請
を
行
わ
ず
に
、
人

　

間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
さ
れ

　

た
方
は
、
助
成
が
で
き
な
い

　

た
め
、
事
前
申
請
を
必
ず
お

　

願
い
し
ま
す
。

　

※
受
診
日
の
１
週
間
前
ま
で

　
　

に
は
事
前
申
請
を
お
願
い

　
　

し
ま
す
。
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◆
助
成
は
、
当
該
年
度
に
人
間

　

ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
の

　

い
ず
れ
か
１
人
１
回
に
な
り

　

ま
す
。

◆�

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
費
用
額

が
助
成
金
以
下
の
場
合
は
、

そ
の
費
用
額
を
助
成
し
ま
す
。

◆
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
（
が
ん
を
検
査

　

す
る
方
法
の
１
つ
）
は
助
成

　

対
象
外
で
す
。

《
申
請
か
ら
助
成
ま
で
の
流
れ
》

①
健
診
機
関
へ
予
約

②
役
場
へ
事
前
申
請

　

※
持
ち
物
：
「
資
格
確
認
書

　
　

等
」
ま
た
は
「
マ
イ
ナ
ン

　
　

バ
ー
カ
ー
ド
」

③
役
場
か
ら
助
成
券
の
交
付

④
健
診
機
関
で
受
診

　

※
下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

で
受
診
の
場
合
は
こ
こ
で

　
　

終
了

⑤
役
場
へ
助
成
金
の
申
請

　

※
持
ち
物
：
印
鑑
、
申
請
書
、

　
　

助
成
券
、
領
収
書
、
健
診

　
　

結
果
、
振
込
先
の
口
座
が

　
　

分
か
る
も
の
、
質
問
票
（
脳

　
　

ド
ッ
ク
は
除
く
）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

地 

域 

お 

こ 

し 

協 

力 

隊 

活 

動 

レ 

ポ 

ー 

ト

　
　
　
　
　
　

～ 

令 

和 

７ 

年 

11 

月 

末 

で 

退 

任 

さ 

れ 

る 

隊 

員 

～

【
山
田　

恭
暢
】

　

こ
の
た
び
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
３
年
間
の
任
期
を

終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
に
川
崎
か
ら
松
崎
町
に

赴
任
し
、
自
身
の
技
術
の
向
上
、

木
工
を
通
じ
た
地
域
貢
献
を
課

題
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
印
象
深
い
の
は
、
松
崎
高
校

の
学
生
た
ち
と
森
で
行
っ
た
箸

削
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

す
。
木
の
香
り
に
包
ま
れ
な
が

ら
、
学
生
た
ち
が
自
ら
鉋
を

使
っ
て
何
膳
も
集
中
し
て
削
る

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま

で
学
校
の
垣
根
を
超
え
た
先
生

方
に
向
け
た
椅
子
作
り
の
体
験

も
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
同
士
の
交
流
が
深

ま
っ
た
の
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
伝
統
行
事
で
あ

る
お
祭
り
の
万
灯
製
作
・
修
理

に
携
わ
り
、
歴
史
あ
る
文
化
を

Vol.36

後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
方
の
ご
自
宅
を
訪

れ
、
採
寸
し
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
家
具
を
製
作
し
た
経
験
も

貴
重
で
す
。
木
工
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
人
と
関
わ
る
こ
と
が

で
き
、
充
実
し
た
３
年
間
で
し

た
。
松
崎
町
で
の
出
会
い
と
経

験
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
山
田　

沙
貴
】

　

令
和
４
年
12
月
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
早
い
も
の
で
11

月
末
を
も
っ
て
、
３
年
間
の
協

力
隊
任
期
満
了
を
迎
え
ま
す
。

　

娘
を
保
育
園
に
預
け
る
ま
で

の
３
カ
月
間
は
活
動
範
囲
も
制

限
さ
れ
、
思
う
よ
う
に
動
け
ず
、

は
た
ま
た
何
の
ス
キ
ル
も
な
い

自
分
が
こ
れ
か
ら
３
年
間
本
当

に
や
っ
て
い
け
る
の
か
、
正
直

不
安
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な

日
々
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
で
き
る
仕
事
か
ら

少
し
ず
つ
取
り
組
み
、
事
業
者

さ
ん
と
お
知
り
合
い
に
な
る
に

つ
れ
、
段
々
と
仕
事
を
任
せ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ま
し
た
。

　

事
業
者
さ
ん
と
新
規
返
礼
品

に
つ
い
て
考
え
た
り
、
一
緒
に

撮
影
し
た
り
と
何
も
か
も
未
経

験
な
私
に
と
っ
て
日
々
手
探
り

状
態
で
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
ん
な
に
さ
ま
ざ
ま

な
方
と
関
わ
り
合
え
て
、
自
分

の
考
え
が
反
映
さ
れ
る
仕
事
に

充
実
感
と
あ
り
が
た
み
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

棚
田
の
経
理
事
務
で
は
、
決

算
資
料
や
確
定
申
告
書
類
、
納

付
書
作
成
な
ど
、
前
職
の
経
理

実
務
経
験
を
少
し
は
活
用
で
き

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
し
な
が
ら
で
も
活
動

を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
松
崎
町

役
場
の
柔
軟
な
ご
対
応
や
地
域

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
支
援

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
し
た
。

　

温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
松
崎
町
の
皆
さ
ま
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。▲オハナ・マルシェ出店時
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税
金
の
滞
納
整
理
を
『
徹
底
強
化
』
し
ま
す

　
  

納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
方
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

11 月 ・ 12 月
滞 納 整 理
強 化 月 間

令和２年度

 滞納者数　　  　　　２１４人

 滞納金額　 ２３，２１５千円

令和３年度

 滞納者数　          ２１６人

 滞納金額　 ２１，８７６千円

令和４年度

 滞納者数            ２３２人

 

 滞納金額　 ２２，２７５千円

令和５年度

 滞納者数           　２３１人

 滞納金額　 ２３，０８６千円

令和６年度

 滞納者数           　２２３人

 滞納金額　 ２１，４５６千円

年度末における滞納状況年度末における滞納状況強化月間中の重点取組強化月間中の重点取組

　１　滞納者に催告書を送付

        滞納者に滞納金額を知らせると

        ともに納付を促します。

　２　滞納者の財産調査

        金融機関への預貯金の調査

        勤務先への給与の調査

        取引先への売掛金の調査

　　　 保険会社への保険の調査　など

　３　財産の差し押さえ

        財産調査で発見した財産 （預貯

        金や給与など） を差し押さえます。

        差し押さえられた給与などは、 滞

        納金が完納するまで解除されま

        せん。

　４　取り立て ・ 充当

    　 差し押さえた財産を取り立て、 滞

    　 納金に充当します。

　

税
金
は
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。

　

多
く
の
方
が
、
納
期
限
ま
で

に
自
主
的
に
納
付
し
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
滞
納
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
方

と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
、
滞
納
整
理
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
令
和
６
年
度
末
に
お
け

る
滞
納
者
数
は
約
２
０
０
人
、

滞
納
税
額
は
、
２
千
万
円
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
11
月
と
12
月

の
２
カ
月
間
を
『
滞
納
整
理
強

化
月
間
』
に
設
定
し
、
静
岡
県
、

静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
と

連
携
し
て
徴
収
お
よ
び
滞
納
整

理
を
徹
底
強
化
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
納
期
限
を
過
ぎ
て

も
納
付
が
な
い
方
に
対
し
て
、

督
促
状
や
催
告
書
を
送
付
し
、

自
主
納
付
を
促
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
納
付
の
な
い
滞

納
者
に
対
し
て
は
、
「
賀
茂
地

方
税
債
権
整
理
回
収
協
議
会
」

と
連
携
し
て
、
預
貯
金
や
給
与

な
ど
の
財
産
を
調
査
し
、
財
産

差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
静
岡
県
下
田
財
務
事

務
所
で
も
、
県
税
の
滞
納
者
に

対
し
て
同
様
の
取
り
組
み
を
実

施
し
ま
す
。

　

税
金
は
納
期
限
内
の
一
括
納

付
が
原
則
で
す
。
滞
納
に
な
ら

な
い
よ
う
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
便
利
な
口
座
振
替

に
よ
る
納
税
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
金
融
機
関
窓
口
ま
た
は
役

場
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課(

４
２)

３
９
６
８

下
田
財
務
事
務
所
納
税
課

(

２
４)

２
０
１
９
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まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.63食遊会レシピ

鮭の南蛮漬け

－ここがポイント－

★減塩のポイントとして、漬け汁にだし汁やおろしショウ

　ガをたっぷり効かせました。

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

１９４kcal 17. ６g ７. ４g 16. ６g １. ２g

（１食当たり）

－　材料（４人分）－

生鮭・・・・・・・２８０ｇ（４切れ）

塩・・・・・・・２ｇ（小さじ１／３）　　　　　　　

片栗粉・・・・・・18 ｇ（大さじ２）　　　

ごま油・・・・・・・８ｇ（小さじ２）

タマネギ・・・・・・２００ｇ（１個）

赤パプリカ・・・・・１００ｇ（１個）

ピーマン・・・・・・・80 ｇ（２個）

ショウガ・・・・・・15 ｇ（１かけ）

ごま油・・・・・・・８ｇ（小さじ２）

酢・・・・・・・・30 ｇ（大さじ２）

砂糖・・12 ｇ（大さじ１と小さじ１）

しょうゆ・・・・16 ｇ（大さじ１弱）

だし汁・・・・・・・・・・１００ml

－　作り方　－

①タマネギは薄切り、赤パプリカとピーマンは千

　切りにする。ショウガは皮をむき、すりおろす。

②生鮭は、キッチンペーパーで余分な水分を拭

　き取り、１切れを２～３等分にそぎ切りにする。

③②に塩と片栗粉をまぶす。

④③をごま油を熱したフライパンで両面に火が

　通るまで、じっくり焼く。

⑤④をトレイに取り出し、キッチンペーパーで

　フライパンを拭く。

⑥⑤にごま油を熱し、タマネギを入れ、さっと炒める。

⑦⑥にピーマンと赤パプリカを加え、調味料 A

　とおろしショウガを加えて沸騰させる。

⑧焼いた鮭に⑦を合わせ、５～ 10 分程度漬け

　込み、味をなじませる。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

戦
後
戦
後
8080
年
を
迎
え
て

年
を
迎
え
て

　

２
０
２
５
年
は
、
１
９
４

５
年
の
日
本
の
降
伏
か
ら
80

年
が
経
過
す
る
年
で
す
。
こ

の
節
目
は
、
戦
争
の
戦
禍
を

忘
れ
ず
、
平
和
の
重
要
性
を

再
認
識
す
る
機
会
の
年
と
な

り
ま
す
。

 

石
破
前
総
理
大
臣
が
先
月

10
日
に
、
戦
後
80
年
の
「
首

相
所
感
」を
発
表
し
ま
し
た
。

な
ぜ
日
本
が
無
謀
な
戦
争
へ

走
っ
た
の
か
、
改
め
て
今
、

反
省
す
べ
き
を
反
省
し
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
考
え
る
機
会
を
頂

い
た
と
思
い
ま
す
。
所
感
の

中
で
石
破
前
総
理
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
過

去
を
直
視
す
る
勇
気
と
誠
実

さ
、
他
者
の
主
張
に
も
謙
虚

に
耳
を
傾
け
る
寛
容
さ
を

持
っ
た
本
来
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
、
健
全
で
強
靱
な
民
主
主

義
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
」

ま
た
、「
戦
争
の
記
憶
を
持
っ

て
い
る
人
々
の
数
が
年
々
少

な
く
な
り
、
記
憶
の
風
化
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
今
だ
か
ら

こ
そ
、
若
い
世
代
も
含
め
、

国
民
一
人
一
人
が
先
の
大
戦

や
平
和
の
あ
り
よ
う
に
つ
い

て
能
動
的
に
考
え
、
将
来
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
で
、
平

和
国
家
と
し
て
の
礎
が
一
層

強
化
さ
れ
て
い
く
も
の
と
信

じ
ま
す
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

今
の
日
本
に
と
っ
て
必
要

な
こ
と
は
、
歴
史
に
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
改
め
て
先
の

大
戦
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
明
る
い
未
来
を
開
く
こ

と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
未
来
の
松
崎
の
た
め
に
、

学
び
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

A

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
4747
回回
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 My Town Topics～まちのできごと～

　９月 18 日、環境改善センター研修室で、県外の大
学生が松崎町の観光資源を活かした事業提案を行う

「わがまち魅力化プロジェクト２０２５」のプレゼン
大会が行われました。
　これは、一般社団法人ＣＯＬＬＥＧＡが主催した
もので、参加した 12 人の大学生は、３つのグループ
に分かれて町内でフィールドワークなどを行い、地
域経済の活性化につながる事業を提案しました。

わがまち魅力化プロジェクト２０２５　プレゼン大会

　令和７年 10 月～令和８年３月に、株式会社東海
バスと東海自動車株式会社が、秋から冬にかけた主
に西伊豆エリアへの誘客を目的とした「海越しの富
士山を見に行こうキャンペーン」を展開します。
　10 月１日、このキャンペーンを記念して沼津・三島～新
宿・羽田空港間で運行する、雲見海岸から海越しに臨む
富士山や西伊豆町黄金﨑の「馬ロック」のラッピングを
施した高速バスの完成披露展示会が開催されました。

　９月 29 日、外部海岸で交通安全を誓う大会が行
われました。
　これは、静岡県交通安全協会下田地区支部が主催
し、交通事故により亡くなられた方への弔いや１年
間の交通安全を祈念して毎年行われています。
　下田地区安全運転管理協会や下田警察署、交通指
導員の方々など約 30 人が出席し、１年間の交通安
全を誓いました。

　９月 19 日、環境改善センター大会議室で、松崎
町災害対策本部運営訓練を行いました。
　訓練は、大規模な地震が発生し、津波、土砂崩れ
などの被害が発生したことを想定して実施しました。
　災害情報の入手から対策の検討、指示、実践、対
応状況の報告までの一連の流れを確認するとともに、
災害対策本部体制や松崎町の課題事案への対策につ
いての検証などを行いました。

交通安全を誓う大会

ラッピングバス完成披露展示会

松崎町災害対策本部運営訓練



 My Town Topics～まちのできごと～

　10 月４日、松崎町商工会青年部主催の第 30 回特
別記念みなとでみんなと「海のピカ市」が松崎港周
辺で開催されました。
　会場には、町内外からたくさんの屋台やフリーマー
ケットなどが出店され、多くの人が訪れていました。
　会場に用意されたステージでは、バンド演奏やフ
ラメンコ、太鼓のパフォーマンスなどが行われ、会
場は大いに盛り上がりました。

第 30回特別記念みなとでみんなと 「海のピカ市」

　10 月 11 日、松崎中学校で聖和保育園の運動会が
行われました。
　今年は、「ともに～えがおいっぱい Ｂｉｇ Ｓｍｉ
ｌｅ！～」をテーマに、かけっこやバルーン、パン
食い競走、０歳～５歳児のそれぞれの年齢に合わせ
た親子競技などが行われました。
　また、４歳・５歳児による鼓隊では、園児たちは
一生懸命に演奏を行っていました。

　10 月８日、環境改善センター文化ホールで、寄せ
植え講習会が行われました。
　参加した約 20 人の方々は、藤枝市の株式会社志
太フラワーや日本ハンギングバスケット協会静岡県
支部、松崎町花の会の方たちの説明を受けながら、
約 60 種類の花材の中から好きなものを使い、個性
溢れる寄せ植えを作っていました。

　10 月４日から５日までの２日間にわたり、石部棚
田で今年５月に植えた稲を収穫する収穫祭が行われ、
オーナー会員やトラスト会員、石部棚田保存会、常
葉大学、地元の子どもたちなど、２日間で約５００
人が参加しました。
　参加者は、石部棚田保存会の方たちからのご指導
のもと、稲を刈ってまるけたり、稲を干すための稲
架を作ったりして、収穫作業に汗を流しました。
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寄せ植え講習会

聖和保育園　運動会

石部棚田収穫祭



町の人口と世帯
（令和７年９月 30 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,518 人（ー 21 人）

　男　　　2,609 人（ー 10 人）

　女　　　2,909 人（ー 11 人）

世帯数　　2,807 戸（ー  ５戸）

転　入　  ５人　転　出      ９人

出　生　  ０人　死　亡    17 人

戸籍だより

　令和７年９月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　０件　（±０）

　物損事故　　 10 件　（－１）

　死　　者　　　０人　（±０）

　傷　　者　　　０人　（±０）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

俳
句-

（９月届出分）
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号

発
行
　
静
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画
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㈲
サ
ン
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刷

〒
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〇-

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

☎〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
九
六
四� 

℻〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
一
八
三

黄
落
の
千
余
年
の
樹
平
和
込
め　
　
　
　
　
　
　

松
田
美
智
子

曼
珠
沙
華
群
れ
て
木
陰
を
領
し
を
り　
　
　
　
　

山
本　

一
詞

黄
落
や
一
片
舞
ひ
て
弧
を
描
く　
　
　
　
　
　
　

夏
目　

和
子

涼
し
さ
は
良
薬
と
知
る
昨
日
今
日　
　
　
　
　
　

深
澤　

順
子

湯
治
場
の
一
人
ぽ
つ
り
と
黄
落
見　
　
　
　
　
　

小
林　

一
郎

秋
期
な
り
浜
辺
の
遊
び
釣
り
人
に　
　
　
　
　
　

石
田　

宏

ま
る
ま
り
て
眠
る
猫
い
る
秋
日
和　
　
　
　
　
　

清
水　

高
子

ロ
ゼ
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
中
の
秋
夕
焼　
　
　
　
　

鈴
木　

基

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
黄
落
の
色
腰
に
巻
く　
　
　
　
　

渋
谷
み
ど
り

地 区 氏 名 年齢 届 出 人

江奈２ 土屋むめ子 95 土屋　貴史

石 部 鴻野美津子 93 鴻野　康浩

那 賀 土屋かず枝 83 土屋　政哉

明 伏 山﨑ヨリ子 96 山 﨑　 昇

八木山 松岡　裕子 44 松岡　俊介

北 区 石田　伸市 76 石田　清一

櫻 田 平野　髙近 99 平野　明彦

櫻 田 佐藤　喜一 77 佐藤たま代

江奈４ 石田　幸弘 78 石田やよい

おお 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）亡 ）

夫 妻

地 区 氏 名 地 区 氏 名

岩 地 森　　孝之 岩 地 大池安希子

おお め で と う ご ざ い ま す（ 婚 姻め で と う ご ざ い ま す（ 婚 姻 ））

町の人事
【採　用】11 月１日付け
　大西　平太　健康福祉課保険年金係
【民間企業からの派遣職員】11 月１日付け
　進藤　貴昭　企画観光課参事

悪
質
な
訪
問
販
売
に
気
を
付
け
よ
う
！

悪
質
な
訪
問
販
売
に
気
を
付
け
よ
う
！

み
に
契
約
を
結
ぼ
う
と
し
ま
す
。

・
す
ぐ
に
契
約
を
迫
る

　

他
の
業
者
へ
の
見
積
も
り
依
頼

や
家
人
、
知
人
へ
の
相
談
の
隙
を

与
え
な
い
よ
う
に
、
詳
し
い
説
明

も
な
く
、
す
ぐ
に
契
約
を
結
ぼ
う

と
し
ま
す
。

○
で
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

ま
ず
は
、
不
審
な
業
者
を
家
に

入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

家
に
入
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
必

要
の
な
い
場
合
は
、
き
っ
ぱ
り
断

り
ま
し
ょ
う
！

　

そ
れ
で
も
断
り
き
れ
な
か
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
そ
の
場
で
契
約
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
家

族
や
知
人
、
そ
し
て
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

　

も
し
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と
し

て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

困
っ
た
ら
賀
茂
広
域
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

賀
茂
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
４
）
２
２
９
９

　

最
近
、
賀
茂
広
域
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
は
、
点
検
商
法
な
ど
の

悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
の
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
点
に
注
意
し
た
ら
い
い
か

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
こ
の
よ
う
な
業
者
に
は
要
注
意
！

・
高
齢
者
世
帯
を
狙
う

・
「
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
危
険
」

　

な
ど
と
不
安
を
あ
お
る

　

緊
急
性
の
低
い
修
理
や
交
換
の

必
要
が
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、

「
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
危
な
い
」

な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
、
言
葉
巧


